
1999年出上の木簡

２
０
。二

①
の
左
辺
は
割
れ
て
い
る
が
、
文
字
は
ほ
と
ん
ど
欠
損
が
な
い
。
「□
」

の
墨
痕
は
明
瞭
だ
が
、
何
の
文
字
か
は
不
明
で
あ
る
。
紺
日
県
主
に
関
す
る
史

料
は
、
『新
撲
姓
氏
録
』
河
内
国
皇
別
に
、
「紺
口
県
主
　
志
紀
県
主
同
祖
。
神

八
井
耳
命
之
後
也
」
と
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
紺
口
県
に
つ
い
て
は
、

仁
徳
朝
の
池
濤
開
発
記
事
、
「掘
二大
溝
於
感
玖
¨
乃
引
二
石
河
水
や
（中
略
）
以

墾
之
得
二
四
万
余
頃
之
田
己

（『日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇

一
四
年
是
歳
条
）
と
の
関

連
が
想
定
さ
れ
、
河
内
国
石
川
郡
紺
口
郷

（大
阪
府
南
河
内
郡
河
南
町
）
付
近
に

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

二
０
は
、
〇
五

一
型
式
で
物
品
名
の
み
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

調
査
で
も
、
「猪
千
宍
」
や

「鶏
煮
物
」
と
記
さ
れ
た
〇
五

一
型
式
の
木
簡
が

出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
一
人
号
）。

二
⑪
は
、
四
つ
の
角
に
九
み
を
も
た
せ
て
整
形
し
て
お
り
、
上
方
の
中
央
に

は
、
ニ
ー
三
剛
の
孔
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
同
様
の
形
態
を
し
た
木
簡
が
、
第

二
〇
次
調
査
で
も
出
土
し
て
お
り
、
そ
こ
に
も

「中
衛
」
と
書
か
れ
て
い
た

（本
誌
第
一
三
号
）。
〇
二

一
型
式
で
官
名
が
記
さ
れ
た
木
簡
は
、
こ
の
二
点
以

外
に
出
土
事
例
が
な
い
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
紫
香
楽
宮
跡
調
査
委
員
会

（木
簡
解
読

部
会
）
で
の
検
討
結
果
に
基
づ
い
て
い
る
。
　

（岩
宮
隆
司

〈大
阪
市
立
大
学
し

だ
い
し
ょ
う
ぐ
ん

滋
写

大

将

軍
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
草
津
市
追
分
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
六
月
１

一
九
九
四

年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
草
津
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
谷
口
智
樹

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
関
連
遺
跡
も
し
く
は
集
落
跡

・
古
墳
群

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
将
軍
遺
跡
は
、
草
津
市
東
部
の
標
高

一
〇
〇
か
ら

一
〇
六
ｍ
前
後
の
、

低
丘
陵
部
に
位
置
す
る
遺
跡
で

あ
る
。
九
三
年
度
か
ら
九
六
年

度
の
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
発

掘
調
査
で
、　
三
二
〇
棟
以
上
の

奈
良
時
代
中
期

（平
城
Ⅲ
）
―

平
安
時
代
前
半

（
一
〇
世
紀
中

葉
）
を
中
心
と
し
た
掘
立
柱
建

物
群
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
後

の
民
間
開
発
に
伴
う
調
査
で
も
、

(京都東北部・京都東南部)



新
た
に
四
〇
棟
以
上
の
建
物
群
が
検
出
さ
れ
て
い
る

（遺
構
図
参
昭
じ
。
建
物
の

軸
方
位
は
、
真
北
か
ら
三
―
九
度
前
後
東
に
振
る
も
の
が
主
流
を
占
め
、
当
地

域
に
遺
存
す
る

「正
方
位
地
割
」
に
概
ね
合
致
す
る
も
の
と
い
え
る
。
調
査
の

結
果
か
ら
は
、
「正
方
位
地
割
」
に
係
る
明
確
な
坪
界
溝
等
は
検
出
さ
れ
て
い

な
い
が
、
建
物
群
を
取
り
囲
む
区
画
溝
が
検
出
さ
れ
、
溝
心
心
間
で

一
〇
六
ｍ

前
後
と
な
り
、
ほ
ぼ

一
町
域
単
位
で
巡
っ
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、

調
査
区
Ｍ

一
―
二
区
及
び
Ｌ

一
―
三
区
で
は
、
区
画
溝
間
に

一
〇
―

一
二
ｍ
前

後
の
空
閑
地
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
通
路
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
高
く
、
通
路
の
心
心
間
を
中
心
に
し
た
区
画
を
考
え
た
場
合
、
約

一
一
六
ｍ

前
後
で
東
西
三
町
、
南
北
二
町
の
区
画
割
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
遺
構
群
の
検
出
状
況
を
見
る
と
、
遺
跡

の
中
央
部
に
あ
た
る
Ｍ

一
―
三
区
で
は
、
倉
庫
と
考
え
ら
れ
る
建
物
群
が
集
中

し
、
Ｌ
字
形
あ
る
い
は
コ
の
字
形
の
計
画
的
な
配
置
形
態
を
と
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
当
地
区
で
は
明
確
な
丼
戸
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Ｍ

一

ｔ
三
区
西
側
の
〇

一
ｔ
Ｓ
二
区
及
び
東
側
の
Ｆ
Ｉ
Ｉ
区
で
は
、
建
物
群
と
と
も

に

一
区
画
当
り
二
基
か
ら
四
基
の
井
戸
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
Ｍ

一
―
三
区
と

は
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る

（草
津
市
教
育
委
員
会

『草
津
市
文
化
財
年
報
』

平
成
五
年
度
―
十
年
度
　
一
九
九
五
年
１
二
〇
〇
〇
年
、
谷
口
智
樹

「草
津
市
追
分
・

矢
倉
周
辺
に
お
け
る
奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
跡
動
向
に
つ
い
て
」
ｑ
条
里
制
古
代
都
市

研
究
』
一
四
　
一
九
九
八
年
ご
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
遺
跡
東
部
Ｇ
区
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
最
下
層
か
ら
出
土
し

た
も
の
で
、
「稲
万
呂
名
美
」
の
墨
書
を
有
す
る
奈
良
時
代
中
期

（平
城
Ⅲ
Ｉ

Ⅳ
）
の
須
恵
器
杯
な
ど
が
共
伴
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
三
は
直
径
二

・
三
ｍ
深
さ

二

・
八
ｍ
で
、
中
央
に

一
辺
〇

・
九

ｍ
の
方
形
の
井
戸
枠
が
遺
存
し
て
い
た
。

井
戸
枠
は
地
表
下

一
・
五
ｍ
前
後
ま
で
し
か
構
築
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

二
時
期
の
使
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

区
画
整
理
事
業
に
伴
う
調
査
以
外
の
周
辺
で
の
調
査
を
含
め
、
現
在
ま
で
に

木
簡
は

一
点
出
土
し
た
の
み
だ
が
、
そ
の
他
、
墨
書
土
器
は
四
〇
点
ほ
ど
出
土

し
て
い
る
。
判
明
し
て
い
る
文
字
に
は
、
「稲
万
呂
」
三
点
、
「高
子
」
二
点
、

「南
」
二
点
、
「美
」
「五
」
「甲
〔酸
ぇ
が
各

一
点
、
「郷
長
」
五
点
、
「高
野
郷

長
」

一
点
、
「高
野
郷
」

一
点
、
「□
野
郷
」

一
点
、
「高
野
」
三
点
、
「高
郷
」

二
点
、
「高
長
」
二
点
、
「長
福
」
三
点
、
「栗
太
」

一
点
、
「税
」
二
点
な
ど
が

あ
る
。
墨
書
土
器
は

一
部
古
墳
の
周
溝
内
か
ら
出
土
し
た
も
の

（「南
」
一
点
）

が
あ
る
が
、
他
は
い
ず
れ
も
井
戸
及
び
溝
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
掲
載
し
た
写

真
は
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
、
第
二
三
次
調
査

出
土
の
墨
書
土
器
で
あ
る
。
〇
三
区
の
西
側
に
あ
た
り
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九

世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
濤
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
墨
書
の
う
ち
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「高
野
郷
長
」
「高
野
郷
」

「郷
長
」
の
墨
書
で
あ
る
。
律
令
期
に
お
け
る
栗
太
郡
内
の
郷
名
は
、
『和
名

類
衆
抄
』
な
ど
に
物
部

・
治
田

・
梨
原

・
木
川

。
勢
多
の
五
郷
が
見
え
る
の
み

で
、
高
野
郷
に
つ
い
て
は
、
栗
東
町
六
地
蔵
所
在
の
福
正
寺
絵
像
裏
書
に

「癸

酉

（
一
五
〓
こ

九
月
三
日
、
江
州
栗
太
郡
高
野
郷
大
地
蔵
福
□
寺
物
也
」
と
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「高
野
郷
長
」

第23次調査出土墨書土器

あ
る
よ
う
に
、
中
世
に
存
在
が
確
認
さ
れ
る
に
留
ま

っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
回
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
の
遺
物
に

「高
野
郷
」
の
墨
書
が
み
ら

れ
た
こ
と
は
、
律
令
期
に
お
け
る
新
た
な
郷
の
存
在
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
い

え
よ
う
。
さ
ら
に
、
「郷
長
」
は
霊
亀
三
年

（七

一
七
）
の
郷
里
制
施
行
後
に
存

在
し
た
地
方
官
で
あ
り
、
本
遺
跡
を
官
衡
関
連
遺
跡
と
み
な
し
得
る

一
資
料
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
遺
物
と
し
て
、
円
面
硯

・
漆
塗
須
恵
器
鉢

・
木
沓

・
漆
紗
片

（冠

力
）
・
絵
馬

。
木
槌

・
漆
器
片

（大
鉢
力
）
・
鉄
鏃
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
郎
評
酢
酬
酔

（
∞
ヽ
〇
）
×
］
〇
×
∞
　
ｏ
∞
〕

木
簡
は
、
上
部
と
下
部
両
端
の
一
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
上
部
は
表
裏
と
も

削
り
が
認
め
ら
れ
、
先
端
に
向
か
っ
て
細
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
削
り

に
つ
い
て
は
二
次
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
墨
痕
は
表
面
で
人
力
所
確
認
さ

れ
た
が
、
判
明
し
た
文
字
の
う
ち
下
部
の

「郷
」
の
三
文
字
は
、
上
部
の

「伴
」
に
対
し
て
上
下
逆
転
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
習
書
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
舘
野

和
己
氏
、
奈
良
大
学
の
寺
崎
保
広
氏
に
ご
教
示
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

草
津
市
教
育
委
員
会

『平
成
五
年
度
草
津
市
文
化
財
年
報
』
盆

九
九
五
年
）

（谷
口
智
樹
）
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